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ICT人材育成教育における  
情報デザイン手法の導入とその課題  

 

木塚あゆみ†1	
 安井重哉†1	
 岡本誠†1	
 伊藤恵†1	
 大場みち子†1 
 

現在、社会の中から新たな課題を発見し、ICT を活用して課題解決のためのサービスやシステムなどを分析、デザイ
ン、具現化できる人材が求められている。ICT 技術者である大学院生の問題発見力・発想力・表現力を鍛える試みと
して、デザインワークショップを実施した。デザインの手法である「現場に出る」「観察する」「外化する」「アイデ

アバリエーションを出す」などに活動の重心を置き、Field Surveyを通じて「新しい市電のサービスデザインを提案す
る」という課題で、ジオラマやプロトタイプを作成した。本稿ではその成果と明らかになった課題を報告する。 

 

Outcomes and Problems of Using Information Design Method in 
Education to Cultivate ICT Human Resources 

 

AYUMI KIZUKA†1	
  SHIGEYA YASUI†1 
MAKOTO OKAMOTO†1	
 KEI ITO†1	
 MICHIKO OBA†1 

 
Currently engineers are required who can recognize new social problems, and can utilize ICT, analyze services or systems, and 
ultimately design and implement solutions for these problems.  We carried out a design workshop to cultivate problem-finding 
skills, inventiveness and self-expression skills for graduate students aiming to become ICT engineers.   Doing research in the 
field, observing, expression of thoughts and ideas, and providing ideas are all important to the design methods used in the 
workshop.  Through a Field Survey, the students	
 approached  the problem of service design   of  future streetcars by 
making a miniascape or a prototype.  This paper presents the outcomes and problems of this workshop. 

 
 

1. はじめに    

	
 近年、より社会に密接した問題解決のためのシステムデ

ザインが求められている[1]。ICT技術者においても、調査

や分析によって社会の中から新たな課題を発見し、ICT を

活用した問題解決のためのシステムを設計、具現化出来る

スキル（以降、”新しい ICT人材”と呼ぶ）が求められてい

る[2][3]。大学教育でもこういった人材育成を視野に入れた

教育カリキュラムが組まれるようになった[4]。新しい ICT

人材を育成するためには、従来のシステム開発を中心とし

た講義や演習だけでなく、問題発見力・発想力・表現力を

鍛える必要がある。 

	
 公立はこだて未来大学では、博士（前期）課程の学生向

けに 2013年度から 2016年度にかけて、新しい ICT人材育

成を目的としたカリキュラムを PBL（Project Based Learning）

形式で実施している。このカリキュラムは文部科学省の「情

報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成事業 

enPiT」の枠組みで実施するため、他大学と連携して授業を

行っている[a]。2013 年度は会津大学と、2014 年度は会津

大学と同志社大学、室蘭工業大学と連携して実施した。全

ての演習は複数大学の学生を混ぜたチーム編成とした。 

	
 このカリキュラムは具体的には、表 1の構成で実施した。

                                                                    
†1 公立はこだて未来大学 
   Future University Hakodate 
	
  
a) enPiT（Education Network for Practical Information Technologies）：分野・地
域を越えた実践的情報教育協働ネットワーク http://www.enpit.jp/ 

新しいカリキュラムの目標は新しい ICT人材に必要なスキ

ルを修得することである。調査や分析によって社会の中か

ら新たな課題を発見するスキルを「問題発見力」とし、問

題解決のためのシステムを設計、具現化するスキルを「ICT

を活用するための基礎知識」「システム開発基礎力」「発想

力」「表現力」に細分化し、実施科目ごとに修得スキルを割 

 

表 1	
 カリキュラムの構成 

Table 1	
 The Curricular Content and Aim 
必修 科目名 期間 内容 修得スキル 
選択 ICTデザイン

通論 
4-7月 企業講師から現場

の実践知を講義・
演習形式で学ぶ 

ICT を活用
するための
基礎知識 

e-learning を
用いた基礎
知識習得 

7月 自分に不足してい
るシステム開発の
スキルを補完する 

ICT を活用
するための
基礎知識 

必修 ビジネスサ
ービスデザ
イン実践 

8月の
4日間 

デザイン手法を使
って新しいサービ
スを提案する 

問 題 発 見
力、発想力、
表現力 

8月の 
1日間 

2013年度：BPMを
身に付ける 
2014 年度：ファシ
リテーションスキ
ルを身につける 

その他（不
足している
と思われる
スキル） 

ビジネスア
プリケーシ
ョン開発基
礎演習 

8月の
6日間 

短期間の PBLでア
プリケーション開
発を一通り体験す
る 

システム開
発基礎力 

分 散 PBL
（ PBL 型シ
ステム開発
演習） 

10-12
月 

ここまでに学んだ
ことを生かして 3
ヶ月間の PBLでア
プリケーション開
発を行う 

これまでに
学んだこと
を実践して
身に付ける 
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Figure 1 Skills Necessary to be New ICT Human Resources 
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Figure 2 The Process of Design Workshop 
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Table 2 The Classification of Skills Level 
Skill 
Level   

Skill 
Level 1   
Skill 
Level 2   
Skill 
Level 3  
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Make
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Skill Level 2 3

Skill Level 2

2- 2-
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2- 4
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3-
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(1) 2013  
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2014 -
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 3 2013  

Table 3 The Schedule of Fiscal 2013 
   

1  09:00-11:30  
11:30-16:30 Field Survey 
16:30-17:30  

2  09:00-10:30  
10:30-12:00  
13:00-17:30 Make 

3  09:00-15:00  
15:00-17:30  

 

 

 4 2014  

Table 4 The Schedule of Fiscal 2014 
   

1  15:00-16:00 1 1 
16:00-18:15 Field Survey1 

2  09:00-10:30 2 2 
10:30-12:10 Field Survey 2 
13:10-16:30 Field Survey 3  

 
16:30-17:00  

3  09:00-12:10  
12:10-16:30 Make 
16:30-17:00  

4  09:00-12:10  
13:10-16:10  
16:10-16:30  
16:30-17:00  
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Figure 3 The Workshop Site: Daikoku-yu Former Public 

Bathhouse 
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Figure 4 The Sketch-Doujou 1: Sketch Exercise 
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Figure 5 The Sketch-Doujou 2: Sketch Exercise 
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Figure 6 Exchanged Ideas 
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Figure 7 Making a Hako-niwa (Miniascape) 
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Figure 8 The Sketch of a Student in the non-Design Field 

ⓒ 2015 Information Processing Society of Japan

Vol.2015-SE-187 No.42
2015/3/13



 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9  

Figure 9  The Sketch of a Student in the Design Field 
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Table 5  The Proposed New Service Designs 
No.   
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Figure 10 “How is your satisfaction of your learning?” 
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Figure 11 “What skills get better at than before?” 

 

 

 

 

 

 

 

An Observation Skill 
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Figure 12 “Did you develop the skills?” 
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6. 考察と今後の課題  

6.1 ワークショップ全体について  

	
 図 10 は、授業後のアンケート項目「この演習を受講し

て満足しましたか？」の回答結果である。特に 2014年度の

受講生の満足度が高くなった。具体的なコメントには「将

来必要になる能力を学ぶことができる良い演習だ」などが

あった。「やや不満だった」と回答した学生は Field Survey

で「市電の現実的に改善してほしいところ（乗り場が高く

て乗りづらいなど）を聞きつつ 実際にはまったく非現実的

なアイデアを出すという作業は わざわざ答えてくださっ

たおばあさん達に申し訳なく心苦しかった。」と回答してい

た。デザインではひとつの問題だけでなく、複数の問題を

同時に解決することもできる。今後、ガイダンスのなかで

複数の問題に取り組む視点について取り上げたい。 

 

6.2 問題発見力・発想力・表現力  
	
 図 11 は自由記述のアンケート項目「この授業で実際に

身についたと思うことは何ですか？」の回答を分類したも

のである。スケッチで自分の考えを外化する手法や、チー

ムでサービスデザインを提案するプロセス、現場を観察す

ることで考える方法などが学べたという回答があった。 

	
 この回答のなかから、特に観察力・発想力・表現力につ

いて図 12 で個別に身についたかどうかの質問を行った。

まず観察力が身についたかどうかについて、肯定的な回答

が多く 2014年度には 100%肯定的な回答であった。観察力

を鍛える Field Survey を何度も繰り返したことが効果とし

て参加者の意識に表れたと考えられる。発見力については

評価しなかったが、「ほかの人たちの経過や発表を聞いて，

自分の中になかった発想に驚かされることが多く」と回答

した学生もいた。よって、問題発見力（観察力＋発見力）

もある程度身についたと考えられる。 

	
 発想力について、ほとんどの学生が肯定的な回答であり、

2014 年度に増加した。「全く身についていない」と回答を

した学生は、投票時にあまり票を得られなかったチームに

所属していた。Field Survey後、TAと協力してもっと多様

なアイデアを出すサポートをすべきだったかもしれない。 

	
 表現力についても、肯定的な回答が多い。スケッチを評

価したところ、デザインスキルに関わらず表現できていた。

一方「全く身についていない」の回答者はデザインスキル

のある学生だった。絵が苦手な学生のために表現方法を統

一したため、多様な表現の工夫ができなかったと考えられ

る。スキルレベルの違う学生が参加する工夫が必要である。 

 

6.3 ワークショップにおけるスキルの獲得レベル  

	
 今回のワークショップではスキルレベルを設定した。全

チーム提案を行えたことから、Skill Level 1については全員

達成したと考えられる。Skill Level 2について、2013年度

は使って良い道具を指定してほしいといった活動に対して

受け身な意見があった。2014年度には 2-①〜④までの工夫

を授業に取り入れ、ほとんどの学生は主体的に取り組めた

ことから Level 2まで達したと考えられる。Level 3につい

ては評価できなかったため、今後の課題とする。 

 

7. まとめ  

	
 本研究では新しい ICT人材育成のために、大学教育のな

かで問題発見力・発想力・表現力を鍛える試みとしてデザ

インワークショップを実施した。2013年度に実施した結果

と明らかになった課題をもとに、2014年度にワークショッ

プを再設計し実施した。結果、問題発見力・発想力・表現

力ともに実施前より向上したと回答した学生が多かった。

観察にはスケッチを使い、ユーザーの視点からの現場の問

題理解につながった。最終提案では、その問題を解決する

サービスを提案できたチームもあった。今回実施したデザ

インワークショップでは、与えられた手法を使うだけでな

くその手法を自ら見つけ課題達成できるレベルに達した学

生もいた。今後は、学生に課題の本質について考えさせる

仕組みが必要である。また、情報システムとデザインで使

われる言葉の違いや、スキルレベルの違う学生を考慮した

授業設計ができなかったため、今後の課題とする。 

 

	
 謝辞	
 本研究は文部科学省「情報技術人材育成のための

実践教育ネットワーク形成事業(enPiT)」の助成を受けた。

また、本稿のワークショップを開催にご参加・ご協力頂い

た皆様に、謹んで感謝の意を表する。 

 

参考文献  
1) 独立行政法人 情報処理推進機構: IT人材白書 2014 (2014). 
2) 総務省: 高度 ICT人材育成に関する現状と課題 (2008). 
3) 一般社団法人 日本経済団体連合会: 今後の日本を支える高度
ICT人材の育成に向けて(2011-10-18) (2011). 
4) enPiT事務局: 分野・地域を超えた実践的情報教育協働ネットワ
ーク, http://www.enpit.jp (2013) 
5) 大迫周平, 亀井靖高, 細合晋太郎, 加藤公敬, 石塚昭彦, 坂口和
敏, 川高美由紀, 森田昌嗣, 鵜林尚靖, 福田晃: PBLにおけるデザ
イン思考の導入事例, ソフトウェア工学研究会報告 
2013-SE-182(22), pp.1-7 (2013). 
6) Tim Brown: Design Thinking, Harvard Business Review, June 
2008,pp.86 (2008). 
7) 大迫周平, 亀井靖高, 細合晋太郎, 加藤公敬, 石塚昭彦, 坂口和
敏, 川高美由紀, 森田昌嗣, 鵜林尚靖, 福田晃: PBLにおけるデザ
イン思考適用の効果と課題, ソフトウェア工学研究会報告 
2014-SE-184(2), pp.1-7 (2014). 
8) 大迫周平, 亀井靖高, 細合晋太郎, 石田繁巳, 鵜林尚靖, 福田晃: 
テキストマイニングを用いた 価値創造教育カリキュラムの効果
分析, ソフトウェア工学研究会報告 2014-SE-186(8), pp.1-8 (2014). 
9) 木塚あゆみ, 安井重哉, 岡本誠, 伊藤恵, 大場みち子: 高度 ICT
人材育成教育における情報デザイン手法の導入事例, ソフトウェ
ア工学の基礎 XX FOSE2013, pp.313-314 (2013). 
10) 今和次郎: 今和次郎 採集講義, 青幻舎 (2011). 
  

ⓒ 2015 Information Processing Society of Japan

Vol.2015-SE-187 No.42
2015/3/13


